
 

                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 9 月 17 日（火）川崎市立金程小学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

プログラミング教育授業事例 
 

学年 5 年生 

教科 算数 

教材タイプ 
ビジュアルプログ

ラミング 

使用教材 プログル 

学習活動の分類 A 
※川崎市立金程小学校様より情報提供、画像掲載

許可をいただいております。 

プログラミングを用いた公倍数学習 

授業の概要 

本実践授業では、「コンピュータは、人間が命令を与え
てこそ、またその命令を的確に出す為にはプログラミ
ングの知識、スキルだけではなく算数の知識が必要不
可欠であることに気づく。」ことをねらいとしながら、
“プログル”を活用し、公倍数学習の理解を深めた。 



●教科観点より 

倍数、公倍数の法則や意味を理解し説明することができる。 

●プログラミング観点より 

プログラムは我々の生活の身近なところにあるものだということ、またプログラミングには

その指示を的確に出せる知識が伴なうことが理解できる。 

授業のねらいと流れ 

 〇学習内容 ◆発問◇想定される反応★主体的学びのポイント 

導入 〇プログラミングとはそもそも何なのか。 

〇前時までの授業からプログラミングに

ついて振り返り、『プログラムで動いてい

るものは私たちの身近にたくさんある』こ

とに気づく。 

◆「プログラミングって何なのでしょうか?」 

※発言が少ない時には… 

◆「プログラムって言葉はコンピュータだけで

使われることではないですよね?」 

◇運動会、音楽会など 

◆「プログラムで動いているものには何があり

ますか?」 

◇掃除機、信号機、ゲーム機など 

 展開 〇提示資料のたろう君と万能ロボのやり

とりを元にコンピュータについて考える。 

（全体活動） 

〇“倍数”や“公倍数”の計算を万能ロボにさ

せるには? 

ワークシート記入（個別活動→発表） 

曖昧に伝えた場合と正確に伝えた場合で

比較。 

〇『プログル』の使い方を学習し『プログ

ル』の中で公倍数のプログラミングをす

る。 

★正確なプログラムと間違ったプログラムの

違いに気づかせる為、提示資料で曖昧な指示の

場合を表現する。 

◆「万能ロボ君に３の倍数をさせるにはどんな

指示を出すとよいか考えてみましょう。」 

☆個別に考える時間を取り入れる。 

◇３に整数をかけたもの、３で割り切れる数な

ど 

まとめ 〇コンピュータは正確に伝えれば「早く正

確に」答えを導くことができる。 

〇プログラミングだけ正確ならばよいの

か?そこには算数としての知識も必要不

可欠であることを知る。 

 



本時の学習    （●/●時間） 

 

 

 

●導入 

 

 
 
1.「プログラムとは何か?」を思い出してもらえるよ
う、前時までの学習を振り返りながら、さらに認識を
深める。 
 
2.「本来は何でもできるが何にもできないロボット（コ
ンピュータ）」言い換えれば、ロボット（コンピュータ）
にやらせたい一連の動きを正確に組み立てることがで
きれば、「人間が組み立てた通りに動くロボット（コン
ピュータ）」となることを説明する。 

 
 
 

 
 

提示資料（身近なプログラム） 

本時の展開 



●展開 

 

 

 

1。展開では“プログル”にて実践に入る。 

その前に、提示資料内の“たろう君”と“万能ロボ”の曖

昧なやりとりを例に授業者が子供たちに発問する。 

「万能ロボ君に３の倍数をさせるにはどんな指示を出

すとよいか考えてみましょう。」 

 

2.個別で考える時間を作り、ワークシートへ記入し発表・共有の場を作る。 

 ★倍数を求める時のしくみを考える。 

 
3.“プログル”の操作方法を学習し、今度は“プログル”を使ってプログラムを考え実践する。 

 

 

 

各課題をクリアしながら、命令がプログラムであり、 

命令を与えることがプログラミングであることを体験

する。 

画像 

活用サイト”プログル” 
画像引用: https://proguru.jp/ 

倍数・公倍数のしくみ 
を考える。 

”プログル”ステージクリア画面 
画像引用: https://proguru.jp/ 



●まとめ 

 

 

 

ポイントとなるステージを押さえ、授業者より優先的

に子供たちに実践させた。プログラミング的思考が日

常生活に密着した考え方であることを伝え、正確な指

示にはプログラミング以外の様々な知識が関わること 

を理解することができた。  

ワークシート画像挿入 

授業のふり返り 



  

インタビュー （先生の声）     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 


